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本警の自的目、言語と人間との実存的関連を視座として、言語教育を言語生活の中から客層的に

摘出するととによって、それぞれの内実に近代手陣的志向性を打ち出しつつ、再度、新し，凶視点か

ら言語教育の総合的フ.ロジェクトについての広汎・多岐に渡る諸視点を掌握しようとしたととろに

あるo 編者が「まず言語教育論関係の講座や単行本を在るべく広くあさり、それらの目次を一覧し‘

比較し検討して、何が一般内容であ九、どういうととろへ新風を送るべきかを考え合った。(略)

次に本替は古るべく巨視的に、グローパJvを視点から最近の動向や研許成果を採り入れたものにし

ようと努めたJ(耽まえがき"より)と述べてtI'¥る点からも、とのよう金目的を持ったものとして

本饗を規定してよいであろ今 o

各章は、「言需教育の哲学と思想、J・「言語教育への学捺的視点、J・「教科教育としての雷関教

育J• X言語教育の未来像J・「言詩教育の実践と探狩jから成九 30名を越える各専門家が、

それぞれ-の専門分野を一通り独自の整理を行をうととによって、再考の視~・視点を、全体の璃~念

・自的の許に探究している。きらに各輩末には稿者に主って、それぞれの収録論文にも替及しつつ、

その輩にbける新しtI'¥視点と留意点とを、再度全体的意図の許に位寵付けるととによって，"， 400 

頁に及ぶ、構成富?の本讃の目的への寄与を計っている。

ととるで概ね、言語生活に辛子ける意蒋と人間の被雑にして多層的・根源的・有為的合関連の深!替

にi;-~て、言語との独自の対話を試みる著者連ば.その一般概念を生活から切り離して科学的に処

理するととの不毛きに心して、との世界の諸内実とともに再度言葉の深淵に入り込む。そして個人

としての視座から言葉の世界に生きるととによって、著者自らのイメー夕、を消し去らをい半ば生の.

言奨で、専内の概念を綴って来る。しかも、そとに近代科学的意志を反挟するととによって供され

る新しtI'¥領野の内容は、一般概念，が生きた状態に放置されるととによって、生産的・創造的という

ニュアYスを獲得して来るととに在るo 本書カ・4に教科教育学としての科学性を強調するばかりで

を〈、生産性・創造性ξいう主旨を随所ア表明するのも、とうした各執筆者の思考が引きつれて来

た一つの真実の言葉との対話そのものの姿であろう。 ζ とに言語とtI'¥う対象に投げかけられた千本

の滑初j在槍先を見る患いがする。

我々は一人の著者の手にをる替物では、との種の企画本の醍麟味を味わうととは不可能寸ある。

また、さらにー.人の手に在った一本の槍先が峨何か抽ん出てその本質に迫ったとしても、我々は時

としてその£うま審物にさF凶でほ、槍先の特質の方に自を奪われがちである。部ち、対象と槍先と

の空機に繰り広げられる知的操作の実態を一つの方法的在るものとLて著者の才覚に帰せてみよう

とするととで、読みの祝綿を対象から剥奪されがち左のである。とのととは決して一人の読者の読
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みとしては否定すべきでは?をい。むしろ、との読みが読解力の習得に大¥Aに関連しているからであ

るD 何故子7.ら、我々は人の言葉剤均凶て、その人わ生活を問うのであ，久その人の言葉を問うて、

その人の生きている時間を知るのだから。しかし在がら、対象物が科学的処理に供ぎるべき状態、で、

とれを読みとらねばl.rらをい読者が、遂ー著者の檎先の特質に自を向けてばかりはいられをいもの

である。ととに本警のようを書物の何人的合扱い方の本来性が三考慮きれねば合ム宏いだろう口〈好

き1Tように個人が読むととのこ面性に対寸る認識が必懇であるJ

ととで、本著書の呂的と特徴を三考慮、しつつ、読者として我々はどのよう合状態に置かれ、亦、何を

::$:替は我々に求めているかに関する私見を述べるととは無意味でほをかろう。

持物ば目的と出来映えに工って、二稜に大別ぎれる由一一方は或る事柄の証明(検証〕であり、他

はヒント(資料〉集である。無論、両方の特質を含みつうらどちらかに傾いているものである。

( f背景に比べれば、後者の香物の扱いに我々は不演れで為るようだJ 恐ちく、一冊の毒物を手に

したとき、それが前者であるのか、後者であるのかの区別が出来るととが読み取りの基本事項に相

等する。園仮ぇ、証明 ot金証に向けて警かれた書物?も註明し切れてい在いものは、ヒ y ト集に過ぎ

ず溢丸で資料集の工うに見えてい芳がらも、立派に何らかの証明のために資料・ヒ y トが整然と構

築されているものもある。との区汚Jjに際して、我 6々が一番拘泥するものが書物自体が持ってv>ると

とろの悲志(平た〈雪えば著者の志向性と文体)である。どの素志は純科学的著作にかいても存在

するようだ。しかも殊に理論の先端に長ける需物に菜子凶てそうであるo 即ち、読書に当って、何か

を知るという過程で、先述した生産性・創造性を言葉の特質の変貌として感じるときに、我々は不

明碑寸土守勢と著者の檎先との空際になける自らの拘泥を意識するのである口しかし、 ζの揮の審物

材、生産性・創造性老読者に予感ぎぜつつも、自己の荘明?と遂行するものをので読了に長いて読者

を諜物から投企する。とのととは、その審物が訳者在しに自足し完成しているというととであれ

先述したどうを読者の拘泥ば‘その毒物の伺ものをも変貌ぜしめ芳凶。むじろ、もし段々がとうし

た議物iこっ¥/)て伺かを読解し得たら、しかもそとから何かを独自に組み立て得たら、それは好き企

よ、51こ読むζとのこ菌性の良い方のもの、即ち、審物による投企を良く生きるととに在るのである。

名著ほ常に ζの投:企を既に傍障するものであるq しかし逆に我々が後者のヒント集につ凶ての扱加

に不.慣れをむは、とうした独自の読みをその審物が保障してくれ在い点に起因している.この種の

ものは読者のブト入を待合て'始めて書物として完成されるものであり、一方の梅に文学作品を置くと

とが出来るー何故から文学作rfuv才、証明しようとしないのであって、むしろ或る選ばれたものを提示

するからであふ。また他の極にJは純然たる資料集を置くととができる。ただとの南極のものの読み

万にも最良のもののエッセンスを見い出すととは可能だが全〈自由に伏しても当面その書物自f本の

広汎在読みi乙支障を来たさをh だろう G

しかし、以上のようを典型の中閣に位i置する書物の扱¥Al乙ついては、まず著者:の意向を大切にし

てみる ζとは必要をこ主であろう D との薄評の対象と在って凶る毒物もとう Lた点に充分注意を払

って説室者いじ桶者り窓を解き在凶何とも下ち在い読者に我々をしてしまう feけの構築j夜を持つ

tいる。との議物は、(一つ一つの論文を個別に扱えば、それは一つのまとまbを持ったものとし
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ての価値を持ってh るが、 )言語教育の総合的プロジェクトのためのヒント集として受け取るべき

であり、しかもそうした特徴が、あらかじめ自覚的に採択ぎれているという点が軍要である。持々

はとの点に在意しつつ、一つ一つの新しい視点からの論文ば、ヒント集の11IJ(こ洩れず、ま γ考える

ととからまf.~めねばオム芳い。しかもとソトの持示方法が諸々であふと廿言-ぇ、ヒントの指向性ば、

常に言詩作j苦にお、ける言手との零存的対話ーによふ件発性‘表;i法性を科堂前にmirり出そうとする，点に

ある。ととで日、著者一人一人が全体前お向性に向けたのと同じ思考の日を持って、言..害教育の各

面各層に対!持するととが肝要であ:;;"それ賞与iて?との井封切さ帝若手ヰ向ゎ専門やj民l呆れある論文だけ

を拾いZやみして、その論文の貯自ゎ坂 1') 扱いを伺人に季訳るようたヒント〈持料〕集ア~ì 合同《ま

ず全体?貫く孝志を充分確翠した上で、す再教菅の哲学5と思悼を反復し、真に近代科合的であb得

るために?問的祝占、の専点十認話するととによって、教科教育としての言蒋教官小位習を再来し、

以上3茸で鴇示ぎれた幾多のどントをもとに静子?独内の来事保を第 4翠ぴ， (¥官界牧子子わ未来十全"に

ftfムしつつ、新7モ在プロジェクトに向けて令ての.1;¥3二号、守集中するごとに好み句

言語の広汎貝つ絶大 7去るJ.f在に対して、我々~;iその静イ可を全日り持たかす九よ予測寸るととがアき 7子

い円しかし、との書物ば、一人一人小著者約官?廷につい‘ての問答が我々を言葉小糠1Jt~に引きずり込

み、そとで立ち明われる;習のかに廷黙として雪笠君、見るとき、我々け深い眠 Dcn中ア寸ら I~号車)j の

ぐ電な日ょう"をff:r-認するととが可能とかるとh うととを保慨してくれみ O

最後に 20 以上 σì~t伎のーで〉一つを検討するととによって、新し，ベん川川川1しい川叫，，>刈岬ぺ吋吋j万成7戎党版果の一端附古』りにも?有言及

きアあつたが出来ズη子効か込つプたt乞e点や、第 Sj.涯に投けムれた手くの実践!杓探すtzについても触れられオかっ

た点は、備に私の力量れためで怠る。後者の点についてl:t、「終末れか合りのペーヅ子実践縞とし

て、各地の著名実践人公よびサークノレにそれぞれの領域でわ言十語iと展開のそデノレを提示してもら，

た。と(Iì部升だけアもか売りの」立を最惑があると r~そかに司内負している J ( t(-;ぞえが声"より)とい

う編者ーわととばを付すととで詩言干の任を免れたい口

(A 5判・ 38 4頁・ 16 0 0円第一治規刊)
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